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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 26日 (2003.6.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 各 ゲ ー ム 機 の 構 成 ）
図 ２ を 参 照 し て 、 ゲ ー ム 機 １ ０ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 ゲ ー ム 機 １ ０ ０ は 、 操 作 部 １
０ と 、 送 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ２ ０ と 、 通 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ３ ０ と 、 通 信 端 子 ４ ０ と 、 受 信 デ
ー タ バ ッ フ ァ ５ ０ と 、 操 作 デ ー タ バ ッ フ ァ ６ ０ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ と 、 外 部 Ｒ Ｏ Ｍ カ ー ト リ ッ
ジ ８ ０ と 、 表 示 ９ ０ と を 備 え る 。 通 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ３ ０ は 、 Ｏ ｕ ｔ エ リ ア ３ １ 及 び Ｉ
ｎ エ リ ア ３ ２ を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま ず 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 し て 、 第 １ の 転 送 処 理 例 に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ バ ッ フ
ァ ５ ０ に は 、 デ ー タ 通 信 が 実 行 さ れ る 毎 に 、 Ｓ Ｉ Ｏ 割 り 込 み 処 理 に お い て 、 全 ゲ ー ム 機 １
０ ０ ａ ～ １ ０ ０ ｄ の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ が 順 次 格 納 さ れ る 。 例 え ば 図 ５ （ ａ ） で は 、 ｋ 番
目 ～ ｋ ＋ ２ 番 目 に 受 信 し た 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ が 受 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ５ ０ に 格 納 さ れ て い
る 。 受 信 し た 受 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ５ ０ か ら 操 作 デ ー タ バ ッ フ ァ ６ ０ へ は 、 先 に 格 納 さ れ た
デ ー タ か ら 順 次 転 送 さ れ る 。 転 送 時 に は 、 各 ゲ ー ム 機 の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ が 有 効 な デ ー
タ で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 １ 号 機 １ ０ ０ ａ か ら ４ 号 機 １ ０ ０
ｄ ま で の 全 て の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ が 全 て 有 効 で あ る と き に は 、 こ の 回 の 操 作 キ ー 状 態 デ
ー タ を 操 作 デ ー タ バ ッ フ ァ ６ ０ に 転 送 し 、 こ の 後 、 転 送 さ れ た 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ に 基 づ
い て ゲ ー ム 処 理 が 実 行 さ れ る 。 一 方 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 １ 号 機 １ ０ ０ ａ か ら ４ 号
機 １ ０ ０ ｄ の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ の 中 に 、 無 効 デ ー タ が １ つ で も 含 ま れ て い れ ば 、 こ の 回
の 全 ゲ ー ム 機 の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ は 転 送 さ れ る こ と な く 破 棄 さ れ 、 ゲ ー ム 処 理 は 実 行 さ
れ な い 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 複 数 回 に わ た っ て 無 効 デ ー タ が 含 ま れ て い る 場 合 で あ っ て も
、 そ れ ら 複 数 回 の 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ は 順 次 破 棄 さ れ る 。 無 効 デ ー タ が 処 理 さ れ な い よ う
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に す る た め に 本 実 施 形 態 で は 破 棄 さ れ る と 説 明 し た が 、 例 え ば 他 の 特 別 な デ ー タ を 転 送 し
て も よ く 、 最 終 的 に 無 効 デ ー タ が ゲ ー ム に 使 用 さ れ な け れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
上 記 の よ う に 、 Ｓ Ｉ Ｏ 割 り 込 み 処 理 で は 、 直 前 の デ ー タ 通 信 に よ っ て 受 信 し た デ ー タ を 通
信 デ ー タ バ ッ フ ァ か ら 読 み 出 す 処 理 と 、 次 回 の デ ー タ 通 信 時 に 送 信 す べ き デ ー タ を 通
信 デ ー タ バ ッ フ ァ に 書 き 込 む 処 理 と が 実 行 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
本 来 、 通 信 デ ー タ バ ッ フ ァ へ の デ ー タ の 書 き 込 み 及 び 通 信 デ ー タ バ ッ フ ァ か ら の
デ ー タ の 読 み 出 し は 、 任 意 の タ イ ミ ン グ で 行 っ て も 構 わ な い 。 し か し な が ら 、 通 信 デ ー タ
バ ッ フ ァ に 対 す る デ ー タ の 読 み 書 き と デ ー タ 通 信 と が 同 時 に 行 わ れ る こ と に よ っ て 生
じ る ハ ー ド 的 な エ ラ ー を 回 避 す る た め に は 、 通 信 デ ー タ バ ッ フ ァ に 対 す る デ ー タ の 読
み 書 き は 、 本 実 施 形 態 の よ う に デ ー タ 通 信 完 了 直 後 に 実 行 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ０ で は 、 Ｍ 号 機 に 引 き 続 き 、 次 の ゲ ー ム 機 、 つ ま り Ｍ ＋ １ 号 機 か ら の 受 信
デ ー タ を 転 送 す べ き か ど う か を 判 定 す る た め に 、 変 数 Ｍ を イ ン ク リ メ ン ト し （ Ｓ ３ ２ ０ ）
、 ス テ ッ プ ３ ２ ２ に お い て 変 数 Ｍ が 、 マ ル チ プ レ イ 通 信 を 行 っ て い る ゲ ー ム 機 の 個 数 ４
を 超 え て い な い こ と を 確 認 す る と 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ２ に 戻 る 。 一 方 、 ス テ ッ プ ３
２ ２ に お い て 変 数 Ｍ が 、 マ ル チ プ レ イ 通 信 を 行 っ て い る ゲ ー ム 機 の 個 数 ４ を 越 え た 場 合 に
は 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ４ に 進 む 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ８ で は 、 受 信 デ ー タ バ ッ フ ァ の 使 用 段 数 を チ ェ ッ ク し 、 チ ェ ッ ク し た
使 用 段 数 が 、 予 め 設 定 さ れ た 許 容 段 数 、 例 え ば ２ 、 以 下 で あ る か ど う か を 判 断 す る （ Ｓ ３
３ ０ ） 。 許 容 段 数 以 下 で あ る 場 合 に は 、 送 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ２ ０ に 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ を
書 き 込 み （ Ｓ ３ ３ ２ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ４ に 進 み 、 許 容 段 数 を 超 え て い る 場 合 に は 、 そ の
ま ま ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ４ に 進 む 。 こ の 判 断 は 、 処 理 が 送 れ て い る ゲ ー ム 機 が 有 効 な 操 作 キ ー
状 態 デ ー タ を 送 信 し な い 、 つ ま り 無 効 デ ー タ を 送 信 し 続 け る こ と に よ っ て 他 の ゲ ー ム 機 を
待 た せ て 、 遅 延 状 態 か ら 正 常 な 動 作 状 態 に 回 復 す る た め に 行 わ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ８
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は ー タ 通 信 の 終 了 後 、 送 信 デ ー タ バ ッ フ ァ ２ ０ に 処 理 遅
延 通 知 デ ー タ を 一 時 的 に 書 き 込 ん で お き （ 図 １ ０ の ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ２ ） 、 送 信 す べ き 有 効
な 操 作 キ ー 状 態 デ ー タ が 用 意 さ れ た 時 点 で は じ め て デ ー タ バ ッ フ ァ ２ ０ を こ の 有 効 な
デ ー タ で 上 書 き す る （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ２ ） 。 し た が っ て 、 ゲ ー ム 処 理 の 遅 れ な ど
に よ っ て 、 あ る 回 の デ ー タ 通 信 か ら 次 回 の デ ー タ 通 信 ま で の 期 間 に 有 効 な 操 作 キ ー 状 態 デ
ー タ を 用 意 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 他 の ゲ ー ム 機 に 対 し て 処 理 遅 延 通 知 デ ー タ が 送
信 さ れ る 。
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